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【菜の花】
時期は11月～4月。（需要
期はひな祭り）本年のJAア
グリあなんでは80tを出荷予
定です。軽量で栽培しやす
く、生産者は女性や高齢者
が中心。高品質でつぼみの
そろった束出荷で、おいしさ
と春の彩りを届けています。


